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研究成果の概要（和文）：本研究では，計算は現代社会を構成している主要な実践であることを，会計理論と組
織理論の接合を通して明らかにした。具体的には，金融業，企業経営，地球環境保護の3つの領域を設定して, 
それぞれの領域での計算実践の意義を分析した。その結果，計算は中立的な実践ではなく，社会や組織を構成す
る能動的な実践であることが明らかになった。このような実践を制御するためには，これまでの経済学的なアプ
ローチは有効ではなく，倫理の構築が重要であることを指摘した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we applied accounting theory and organization theory to 
analyze calculation practices. We analyzed the significance of calculation practices in financial 
industries, business management and global environment protection. As a result, it became clear that
 calculation is not a neutral practice but an active practice that constitutes society and 
organization. In order to control such practice, the traditional economic approach is not effective,
 but that the construction of ethics is important.

研究分野： 会計学，社会環境会計，経営倫理

キーワード： 会計　計算　組織　実践　価値　評価　倫理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
計算実践の研究を通じて, 近接領域でありながら, 相互交流の乏しかった会計学と経営学の間に一つの共通の学
術研究領域を構築することができた。この分野の価値評価研究としてさらなる発展が期待できる。実践的な意義
としては，計算実践が中立的な実践ではなく, 社会構成的な実践であることを，3つの分野で明らかにしたこと
で, 計算を規定している仕組みに社会的関心が向かうことが期待できる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
リーマンショック直後に，Chris Chapman らは「最近の金融危機から我々が学んだ唯一の

ことは, 現代社会を支えている計算実践のより深い理解が緊急に必要とされていることであ
る」(Chapman, et al., 2009)と警鐘を鳴らした。高度に複雑化した経済社会では，多くの計算
実践がブラックボックス化しており，それが現代社会のリスクを高めている。 
しかし，この問題を解明するためには，現在の会計理論では対応できない。既存の会計理論

では計算の方法は説明できても，計算が人間を経て実践としてどのように動くのかが解明でき
ないからである。この点について，LSE の Peter Miller と Michael Power は，The Academy 
of Management Annals（Vol.7, No.1）誌において, 「会計化, 組織化, そして経済化―会計研
究と組織理論の接合」を発表し，最新の組織理論を会計研究に接合することで，計算実践に対
するより深い分析が可能になることを示した。 
本研究は，この Peter Miller と Michael Power の提言をさらに発展させ，会計研究と組織理

論の接合を通じて，計算実践を解明する理論的枠組みを構築するとともに，経験的研究を通し
て新しい計算倫理の構築を目指すものである。 
 
２．研究の目的 
現代の経済社会は高度に組織化された多数の計算実践から構成されている。しかし，これら

の計算実践をそれが埋め込まれているコンテクストから分析する理論・経験的研究は十分でな
い。 
本研究では，計算実践に焦点を合わせて, アクターネットワーク理論・実践理論・制度派組

織論を参照することで, 計算実践を解明するための理論枠組みを整備し, 経験的研究として, 
金融の計算実践，企業経営の計算実践，地球環境保護の計算実践を取り上げ, 倫理構築研究と
して，ブラックボックス化された計算実践を解明し，計算に携わる倫理を問いなおすことによ
って, 新しい公共性の構築を目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究は，上記の研究目的にしたがって，①金融の計算実践（サブリーダー澤邉），②企業経

営の計算実践（サブリーダー松嶋），③地球環境保護の計算実践（サブリーダー國部）の 3 つ
のチームに分け，それぞれの領域で理論研究，経験的研究，理論的研究を行った。 
研究成果については，LSE の Peter Miller 教授を最終年度に招聘し，各チームの研究成果に

ついて討議した。 
 
４．研究成果 
研究成果については，①金融の計算実践，②企業経営の計算実践，③地球環境保護の計算実

践の 3 つに分けて記述する。 
①金融業の計算実践では、第一に，金融機関の再生支援活動について、実践理論を援用し，

一般抽象的な普遍的概念が個別具体的な固有実践と目的論の次元と感情論の次元が絡み合いな
がら意義づけされていることを明らかにした。第二に，地域中核企業・サプライヤー・金融機
関・税理士事務所・大学で構成される地域ビジネス・エコシステムにおける計算実践の研究も
行い，計算が個別主体の枠を超えて行われることで、それぞれの生存能力を高めているメカニ
ズムを明らかにした。この研究は，今治造船業におけるビジネス・エコシステムを対象に調査
を進めたものである。第三に，IoT などテクノロジーの発達がコストマネジメント実践に及ぼ
す影響について調査を進め，製造企業の現場データを IoT で取得しリアルタイム概算原価を計
算する意義を究明した。 
②企業経営の計算実践の研究では、第一に，企業経営に関わる様々な価値評価実践を捉える

分析枠組みの整備と経験的研究を行ってきた。具体的には、アクターネットワーク理論を援用
し日本企業の採用革新の事例、制度論を援用した組織不正の合理的生成に関するメカニズム、
官僚制の形式合理性がイノベーションを算出させる遂行的プロセス、さらには装置概念を援用
して製造業の取引実践や科学技術実践などを分析してきた。第二に、これらの多様な価値評価
実践を捉える新たな分析枠組みとして、物質性と空間性に関する理論的基盤の整備を行った。 
③地球環境保護の計算実践の研究では，第一に MFCA とイノベーションの関係を探求して

計算実践の役割を明らかにした。そこでは MFCA 情報が銘刻として機能するプロセスが明ら
かにされた。第二に，環境経営における KPI の役割を分析して複数評価原理の方法を提示した。
複数評価原理は，複数の評価指標を独立に利用することが肝要で，一つの指標に統合すべきで
ないとする結論を得た。第三に，計算実践と倫理の相互関係を分析して，CSR 経営に応用でき
る新しい責任経営に関する理論を構築した。ここでの責任とは，有限責任のアカウンタビリテ
ィではなく，無限責任としてのレスポンシビリティであり，この無限責任の導入が計算実践に
おける倫理構築に必須であることを論証した。 
全体の研究成果としては，2017 年に國部，澤邉，松嶋の共編著として著書を出版し，3 年間

の研究成果については，Peter Miller の寄稿論文とともに日本情報経営学会の特集号として公
表する準備を進めている。また，各サブテーマの内容に関しても，国内外のジャーナルへの投
稿を実施もしくは予定している。 
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